
大学発新産業創出拠点プロジェクト
平成２４年度予算額 ： 1,300 百万円
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技術シーズ

•産業構造の代謝停滞（企業の廃業率＞開業率）

•大学等の優れた基礎研究成果の死蔵

•リスクを取らない文化と起業精神の停滞

○「日本再生のための戦略に向けて」
（平成23年8月5日閣議決定）

新産業の芽を育てるため、産官学
連携や起業・創業への支援、ベン
チャー起業の成長促進に向けた環境
整備を図る。

シーズ毎に申請

パフォーマンス（成果）を評価

事業プロモーター（複数シーズを担当）
（ ベンチャーキャピタル等のユニット）

スーパーバイザー／評価委員会

大
型
投
資
獲
得
・

Ｍ
＆
Ａ
・
Ｉ
Ｐ
Ｏ

経験・知見の蓄積、人材育成、人材資源等の活用（サステイナビリティ）

同
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○国際市場を狙う次世代技術（特許）に
特化した研究開発の実施

○ベンチャー立ち上げ前段階で「事業化
専門チーム」を結成

○リスクの高いシーズに挑戦するための
「ポートフォリオ」の導入

○研究マネジメント・事業育成を行う人材
（事業プロモーター）を「公募」

○事業プロモーターによる有望シーズの
「発掘システム」を導入

○「民間の事業化ノウハウ（ハンズオ
ン）」を大学等の研究段階に導入

○事業プロモーターを通じて民間資金を
呼び込む新日本版システム

開業率 廃業率

【企業の開業・廃業率の推移（企業数ベース）】

出展：事業所・企業統計調査（総務省）

７つの新コンセプト導入７つの新コンセプト導入

現状認識・課題現状認識・課題

世界トップクラスの
日本の基礎研究 ×

政策政策
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研究の「死の谷」

リスクマネー滞留

発明（特許）の段階から、大学の革新的技術の研究開発支援と、チームによる事業育成を一体的に実施し、新産業・新規市場のための大学発日
本型イノベーションモデルを構築（経験・知見の蓄積、人材育成等による持続的なイノベーションモデルを構築）

民間の事業化ノウハウを活用した大学の次世代技術の研究開発による新産業・新規市場の開拓と日本経済の復興・再生
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民間資金誘引

事業化と研究開発の一体的推進

日本再生のための各地域に
おけるﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ形成
※研究開発及び事業育成の
ための経費等を支援

事業化構想
プレベンチャー

（起業準備段階）
大学発ベンチャー（起業）

公募に
よる人選

民間投資呼び込み
シーズを発
掘し、計画を

推薦

研究開発及び事業化
に関するマネジメント

（課題管理）

地域性を踏まえた
ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ形成（ﾘｽｸ
が高いが革新的ｼｰ
ｽﾞへの挑戦）

投資

ベンチャー等

選定

市場ニーズに対応した研究開発

民間の事業化ﾉｳﾊｳによる事業化構想

ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ形成
地域の大学等
の技術シーズ群

技術シーズ

技術シーズ

技術シーズ

技術シーズ

【国内投資における地域別投資状況】

出展：平成21年度ベンチャーキャピタル等投資動向調査

東京49.5% 東京以外37.3% 無回答等
13.2%

0 100(％)

廃業率

開業率

廃業率＞開業率 新規投資先が東京に集中し、地域
に新たな産業集積地が出てきにく
い状況

新規投資の約5割が東京に集中

※１：技術シーズ：要素技術、※２ポートフォリオ：技術シーズ群

科学技術ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝによる日本再生のための日本型モデルの構築（新「明日に架ける橋」）
大学等の革新的技術の事業化による新マーケット創出
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